
令和２年度 学 校 評 価
学校名 北海道おといねっぷ美術工芸高等学校 組織名 学校評議員会

評 価 者
１ 学校教育目標
造形体験を重ね、創造力を育成する。 学校評議員
○基礎基本を重視し、自ら学ぶ意欲を高める。
○個性を生かし、豊かな自己実現を目指す。
○自然に親しみ、情操を豊かにする。

２ 本年度の重点目標 学校評議員
（１）基本的生活習慣の確立と学習習慣の定着をめざす。
（２）確かな技術技能の定着をはかり、生徒一人ひとりの個性を生かした造形教育を推進する。
（３）学校生活・寄宿舎生活をとおして、豊かな心と社会性を育成する生徒指導を推進する。
（４）３年間を見通したキャリア教育を推進し、自己実現に向かい取り組む姿勢を身につけさせる。
（５）魅力ある教育活動の発展充実を目指し研修や実践を推進する。

※学校関係者評価基準 Ａ＝５：充 分 Ｂ＝４：適 当 Ｃ＝２：不充分 Ｄ＝１：要検討

３ 自己評価結果
分 野 達成 取 組 自己評価 取 組 改善に向

・ 評 価 項 目 の 改善の方策 結果内容 の けた取組

領 域 状況 適 切 の適切さ 適切さ の適切さ

さ

教育目標 １ 学校教育目標等について教職員の共通理解が A A ・学校評価の活用の推進
図られている。 ・職員評価制度の活用の推進 A A A

２ 学校教育目標の実現に向けた取組が行われて A A ・職員研修の活用の推進

いる。 ・スクールポリシー等の作成と確立 (5.0) (5.0) (4.8)
関係者評 ○生徒・保護者の評価も概ね良好と思う。懸念されることは大学同様改革の流れの中、様々な雑事と思われることが増え
価者の ることです。
意見等

学習指導 ３ 生徒の実態や学科の特色を活かした教育課程 A A ・教育課程の改善
の編成に努めている。 ・授業改善の推進

・学習意欲の醸成と学習習慣の確立 A A A
４ 基礎的・基本的な知識・技能の定着を図ると A A ・朝学習を活用した礎学力の定着
ともに学習習慣の確立に努めている。 ・ICT機器の有効活用の検討

５ 学習意欲を高め主体的に学ぶための教科指導 A A ・学力定着度合いの測定と (5.0) (5.0) (5.0)
の充実と、評価の工夫・改善に努めている。 学力ケアの充実

関係者評 ○自主学習の機会としてｅ-ラーニングを導入し、寮のWi-Fi化を行えたことは高く評価したい。
価者の ○朝学習の導入など、先生方の努力に敬意を表します。教育のICT活用は不可欠と思うが、落とし穴がないか不断の検討
意見等 が必要と考える。効率では計れない部分に教育の妙味があると考える。

生徒指導 ６ 基本的生活習慣の定着と規範意識の醸成を図 ・基本的生活習慣の確立
り、生命と人間尊重の精神を育むように努めて A A ・安全教育の推進
いる。 ・生徒理解の深化 A A A

７ 自他の安全・安心を確保するための資質や能 A A ・教育相談の充実
力を育てている。 ・子供理解支援ツール

８ 一人ひとりの生徒を大切にし、生徒理解に基 A A の有効活用 (5.0) (5.0) (5.0)
づく指導の充実を図っている。

関係者評 ○寮生活で生徒の普段の生活が見やすいという良い面もあるが、生徒にとっては時にうっとうしいもの。信頼のある人間
価者の 関係が基本であり、引き続きご尽力いただけるようお願いします。
意見等

いじめへ ９ 教職員、寮、家庭との連携を図り、未 ・生徒観察、理解の推進
の対策 然防止・早期発見に向けた観察やアンケ A A ・いじめ対応の組織的取組 A A A

ート、教育相談を推進している。 ・寮との連携 (4.8) (4.8) (4.8)
関係者評 ○昨今の情勢から、ハラスメント等の窓口の設置と情報の秘匿の明示が望まれる。
価者の ○家族から離れた生活故、学校生活に不信感を抱くようになると非常に厳しい状況になる。現行のものに加え生徒が使え
意見等 るチャンネルがないかを常に模索して行くことが重要。

学校行事 10 学校行事の検討を通して活発な生徒会活動 A A ・行事内容の改善充実
課外活動 の推進と生徒の精神的成長を目指している。 ・委員会活動の活性化 A A A

11 部活動の活発な活動を推進している。 A A ・寮生会活動の活性化
・リーダー研修の充実 (5.0) (4.8) (4.8)

関係者評 ○コロナ禍で各種行事に制約がある中、様々な創意を凝らして取り組まれたと考える。また、今日、働き方改革が進行し
価者の ているが、本校の課外活動の成果は村の誇りでもあり、先生方の負担を考慮しながらも活発さを失わぬよう、更なる村教
意見等 委等との連携を望む。



進路指導 12 自己を理解し進路について自ら考え積極的に ・計画的進路指導の改善,推進
行動できる生徒を育てる進路指導に努めてい A A ・進路情報の収集
る。 ・進路開拓の推進

13 地域連携を推進し、体験的、実践的な学習を A A ・情報提供の工夫と A A A
通して望ましい勤労観、職業観を育成している。 進路意識の醸成

・インターンシップの充実
14 生徒が主体的に進路選択ができるように情報 ・異校種・産学連携の推進
収集・発信に努め、保護者・生徒・教師の相互 A A ・進路の手引き、
理解を図っている。 ｷｬﾘｱﾊﾟｽﾎﾟｰﾄの活用の推進 (4.8) (4.8) (4.8)

・ICT技術を活用した進路相談体

制の推進

関係者評 ○進学者が増加する中え、インターンシップが生徒の要望に即しているか？ 生徒アンケートにおける進路指導（インタ
価者の ーンシップ）のポイントが高くなるよう期待したい。
意見等 ○コロナ禍で社会構造さえ揺らぐ中、生徒・教員共に不安の多い一年だったと推察する。いかなる時も高校で培われる基

本的な学力（知識・思考力）は、どの方向においても基礎となる。そういった意識の深化を図って欲しい。

健康安全 15 健康保持への意識を高め、疾病予防、健康増 A A ・防災訓練の工夫改善
指 導 進への態度を育てている。 ・安全教育の推進

16 生徒の生命安全を第一に考えた防災意識の高 A A ・危機管理マニュアルの見直し A A A
揚に努めている。 ・感染症対策の一層の徹底

17 生徒のメンタルケアに努め、安定した学校生 A A ・教育相談後のフォローアッ
活を目指している。 プ体制の構築 (5.0) (5.0) (5.0)

・関係機関との連携
関係者評 ○コロナ禍によるご苦労、感謝致します。帰郷を取り止めた生徒への対処など学校・村教委の対応は適切であったと考え
価者の る。生徒第一ではあるが、大人も不安感を抱いていた状態であった。今後あらゆる危機について一層村との連携や学校間
意見等 のネットワークの充実が重要。

研 修 18 校内研修を推進し、生徒の実態を踏まえた指 ・実践的な校内研修の充実
導に係る研修・研究を行っている。 A A ・研修成果の還元 A A A

(5.0) (5.0) (5.0)
関係者評 ○生徒の研修の場はもとより、教職員の見聞を広げる場として、是非北大研究林もご活用下さい。
価者の
意見等

組織運営 19 共通意識を図り、協働体制の強化に努め、明 A A ・校内組織間の情報共有化
るく活気のある職場づくりを推進している。 ・互いに話しやすい

20 ＰＴＡ活動・同窓会活動の促進に努めてい A A 職場環境づくり
保護者、 る。 ・ＰＴＡ活動の充実
地域住民 21 学校の教育方針や教育活動について積極的に ・ＨＰ等情報発信の工夫改善 A A A
等との連 発信し、本校の教育活動への理解と協力が得ら A A ・地域･保護者との連携の充実
携 れるよう努めている。 ・部活道指導等,業務の見直し

22 ボランティア活動や各種行事へ積極的に参加 A A ・働き方改革のより一層の推進
し、地域や家庭の期待に応えている。 (5.0) (5.0) (5.0)

23 北海道アクションプランを意識して、働き方 A A
改革を推進している。

関係者評 ○実質全寮制のの学校であり、保護者とのやりとり等、他校とは違う苦労があるとあらためて感じる。特定の教職員に負
価者の 担がかからぬようにお願いする。
意見等

※自己評価 評価基準 Ａ＝５：充分である Ｂ＝４：概ね充分である Ｃ＝２：不充分である Ｄ＝１：改善を要する

４ 学校関係者評価におけるご意見等

○専門高校でありながら進学率が高く、幅広い生徒への進路指導が求められているところに困難があると思います。ＩＴを導入し
た効率化には期待できます。
○大学においてもコロナ禍のため実習が中止・変則化となった。しかし学生の中から「生」の有り難さや面白さ等の発言もあり、
社会情勢や環境問題について考える良い機会となったと思う。生徒の皆さんは進路も含め不安を抱いて生活していると思いますが、
このような状況が社会のありようを考える機会となって貰いたいと考える。コロナ禍以前から地球温暖化に対して意見を表明する
若者が出現しているように。


